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少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や

雇
用
形
態
の
多
様
化
、
人
間
関
係

の
希
薄
化
な
ど
社
会
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、「
生
涯
学
習
」を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
人
と
人
、
地
域
社
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
は
ぐ

く
み
、
互
い
に
豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。「
生
涯
学
習
」と
は
、
文
部
科

学
省
が
推
奨
し
て
い
る
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
の
学
習
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学
校

教
育
、社
会
教
育
、文
化
活
動
、ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

企
業
内
教
育
、
趣
味
な
ど
を
指
し

ま
す
。

あ
る
海
外
の
研
究
で
は
、
２
０

０
７
年
に
日
本
で
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
半
数
が
１
０
７
歳
よ
り

長
く
生
き
る
と
推
計
。
日
本
は

健
康
寿
命
が
世
界
一
の
長
寿
社
会

を
迎
え
る
と
さ
れ
て
お
り
、
俗
に

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
い
わ
れ

て
い
ま
す（「
人
生
１
０
０
年
時

代
構
想
会
議
中
間
報
告
」）。こ
の

先
の
人
生
が
長
い
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
若
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
一
人
一
人
が
そ
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
豊
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。

内
閣
府
が
実
施
し
た「
生
涯
学

習
に
関
す
る
世
論
調
査（
平
成
30

年
度
）」に
よ
る
と
、こ
の
1
年
間

に「
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る
」が

58
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
、「
学
習
を
し

た
こ
と
が
な
い
」が
41
・
3
パ
ー

セ
ン
ト
と
の
結
果
で
し
た
。

  

「
学
習
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」と

回
答
し
た
人
の
う
ち
、「
学
習
の

成
果
を
生
か
し
て
い
る（
生
か
せ

る
）」の
割
合
は
、94
・
8
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
生
涯
学
習
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、「
自
分
の
人

生
を
豊
か
に
し
て
い
る（
生
か
せ

る
）」が
50
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

年
齢
別
で
見
る
と
60
歳
代
以
上
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仕
事
で
役
立
つ
ス
キ
ル
や
資

格
を
身
に
着
け
た
、
給
与
面
で
優

遇
を
受
け
た
な
ど「
仕
事
や
就
職

の
上
で
生
か
し
て
い
る（
生
か
せ

る
）」が
47・9
パ
ー
セ
ン
ト
で
、年

齢
別
で
見
る
と
18
〜
29
歳
か
ら
50

歳
代
ま
で
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
現
状
と
成
果

この1年間の
生涯学習の状況

出前講座とは、市民の皆さんが、市の取り組みや身
近な生活に関すること、また社会のさまざまな問題につ
いて、「知る」、「学ぶ」ための講座です。市の職員や
民間企業の社員などが講師となり、皆さんの元に出向
いて講義します。
出前講座の利用を希望する団体またはグループの代

表の方は、開催希望日の14日前までに、生涯学習ス
ポーツ課または講座担当課（市が提供する講座に限る）
に「行田市まちづくり出前講座受講
申込書」（市ホームページからダウン
ロード可）を持参、郵送、ファクス、E
メールのいずれかの方法により提出
してください。

市では市民の生涯学習活動を支援するため、生涯学習ボラン
ティアの登録制度を設けています。
これは、文化・教養・スポーツ・レクリエーションなどいろいろ
な分野における豊かな知識・技術・技能をお持ちの方に登録し
ていただき、学びたい人の要請に応じ、講師・指導者としてそ
の技量を発揮していただくための人材バンクです。
市内に在住、在勤、在学の16歳以上の方で、生涯学習につ

いての理解とボランティアへの熱意をお持ちの方は、ぜひ「生涯
学習ボランティア人財情報バンク」に登録して
ください。詳しくは、市ホームページをご確認
ください。

▶問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎556―8319

行田市まちづくり出前講座行田市まちづくり出前講座 生涯学習ボランティア人財情報バンク生涯学習ボランティア人財情報バンク

市職員が皆さんの前で講義します

次のページで主な生涯学習の場を紹介

あなたの知識を人のために生かしませんか

学びの楽しさを発見仲間づくり

健康の維持人生が豊かになる

学習したことがある

学習をしたことがない

58.4%

41.3%

自分の人生を
豊かにしている
（生かせる）

仕事や就職の上で
生かしている（生かせる）

家庭や日常の
生活に生かしている
（生かせる）

50.5%

47.9%
40%

生かしていない（生かせない）
4.7%

その他／わからない

※複数回答可

1%

健康の維持・増進に
役立っている（生かせる）

31.5%

地域や社会での活動に
生かしている（生かせる）

21.2%

出所：内閣府「生涯学習に関する世論調査（平成30年7月調査）」をもとに作成

「人生100年時代」
学びを通して豊かな人生に

生
涯
学
習
で
得
ら
れ
る
こ
と
は
？

新たな出会いや自己発見につながり、そこか
ら趣味に発展し、より充実した生活を送ること
ができます。一人でできる読書や文化団体の活
動を鑑賞することで「気づき」を得ることも大切
です。

生涯学習は一人でもできますが、さまざまな
講座や団体の活動に参加することで新たな仲
間と出会うことができます。同じ興味を持った
方との交流は、すぐに仲良くなること間違いな
しです。

体を動かすことで、心身ともに健康の保持、
増進が可能となります。また、高齢者にとって
は、適度に体を動かすことや人と交流を図るこ
とで介護・認知症予防にもつながります。

生涯学習を行うことにより、「学びの楽しさを
発見」「健康の維持」「仲間づくり」につながり、
今後の人生をより豊かなものにします。


